









































































成９）年に 85/1000，2003（平成 15）年に総報酬制の導入により 82/1000 となった．特別保険





項目 億円 ％ 項目 億円 ％
保険料 58,661 91.33 法定給付費 29,164 48.71





計 64,230 100 計 59,871 100
B.トヨタ自動車（単位：千円）
収入 支出
項目 千円 ％ 項目 千円 ％
保険料 39,681,927 94.28 法定給付費 17,658,764 42.77












うになっており，その料率は 2000（平成 12）年に 91.0/1000 とされた後，数度の改定が実施さ
























計 事業主 被保険者 （平均標準賞与額）
1990 82.23 46.53 35.70 308,384 8.79 −
2000 85.03 47.76 37.28 370,366 9.03 11.11







計 事業主 被保険者 （平均標準賞与額）
1990 79.00 55.00 24.00 363,677 − −
2000 84.00 57.50 26.50 447,648 − 7.80













































．2002 年 10 月からは，老人保健制度の適用年齢を 70


















老人保健 退職者給付 老人保健 退職者給付
1990 1,822 10,247 2,341 584,141 −
2000 1,756 17,059 4,548 943,004 305,913



























































に自己負担率 aをかけた ap，所得を y，その他に影響する要因を zとすると，外来医療サービ
ス需要関数は以下のとおりである．



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































健保組合であることを示す健保組合ダミー変数 D j pj/1∼13を作成する．係数
a ij pi/6, 7 j/1∼13を新たに定義して，p2式の需要関数を以下の形で定式化する．
lnpq/a0+a1 ln pap+a2 ln py
+a3lnpap
2＋a4lnpy2＋a5 lnpap-lnpy p3
+6a6jD j+6a7j lnpap-D j+e
上式では，その他の要因 zを健保組合ダミー変数 D j pj/1∼13に置き換えている．
次に自己負担額の変数平均 apAを，所得の変数平均 yAを，p3式の推定から求められた係数































































変数 Mean Std Dev Minimum Maximum
１件あたり外来日数 1.871 0.158 1.550 2.300
自己負担額 1021.369 444.939 561.177 2461.337






変数 係数 t-statistic P-value
定数項 − 10.1549 − 4.4222
＊＊＊
[.000 ]




ln（自己負担額）＊ ln（自己負担額） 0.0652 3.2081
＊＊＊
[.001 ]
ln（所得）＊ ln（所得） − 0.5632 − 2.4206
＊＊
[.015 ]
ln（自己負担額）＊ ln（所得） − 0.3202 − 2.3859
＊＊
[.017 ]
デンソーダミー − 0.1202 − 0.7057 [.480 ]
































ln（自己負担額）＊デンソーダミー 0.0157 0.6423 [.521 ]
ln（自己負担額）＊豊田自動織機ダミー − 0.0370 − 1.5292 [.126 ]
ln（自己負担額）＊愛知製鋼ダミー − 0.0724 − 3.0520
＊＊＊
[.002 ]
ln（自己負担額）＊豊田工機ダミー 0.0067 0.2790 [.780 ]
ln（自己負担額）＊トヨタ車体ダミー − 0.0338 − 1.5806 [.114 ]
ln（自己負担額）＊豊田紡織ダミー − 0.1305 − 3.3590
＊＊＊
[.001 ]
ln（自己負担額）＊アイシンダミー − 0.1026 − 3.9427
＊＊＊
[.000 ]
ln（自己負担額）＊豊田合成ダミー − 0.0951 − 3.4291
＊＊＊
[.001 ]
ln（自己負担額）＊中央発條ダミー − 0.1076 − 3.4481
＊＊＊
[.001 ]
ln（自己負担額）＊豊田通商ダミー − 0.0515 − 2.2451
＊＊
[.025 ]
ln（自己負担額）＊フタバ産業ダミー − 0.1560 − 6.1676
＊＊＊
[.000 ]
ln（自己負担額）＊愛三工業ダミー − 0.1117 − 4.1111
＊＊＊
[.000 ]
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